




























































要  約:乳幼児期の運動や育児法などの生活態様がその後の保健行動、健康状態に与える

影響を明らかにするため、北海道 A 町、岩手県 F 町、茨城県 S 町の小学校 2 年生、  5 年

生、中学 2 年生とその保駿者 1024 組を対象に自記式調査票を用いた調査を施行し、全体

で 33.3%から回答を得た。


